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パキスタン地震の被災者支援を行うＮＧＯへの携帯電話貸し出しについて 

～ボーダフォン３Ｇ携帯電話を無償で貸し出し～ 
 
 
ボーダフォン株式会社（本社：東京都港区、社長：ビル・モロー）は、２００５年１０月８日（土）にパキスタン北部で

発生した地震被災者の支援を行う日本のＮＧＯ（ｎｏｎ‐ｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔａｌ ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ、非政府組織）に対し、  

地震発生翌日の９日（日）より、国際ローミング対応のボーダフォン３Ｇ携帯電話を順次貸し出しています。 

 
ボーダフォンでは、社会貢献活動の一環として、地震や風水害などの大規模災害の救援活動を行う支援団体

に対して、無償でボーダフォン携帯電話の貸し出しを行っています。また、その際の通話料および通信料は  

ボーダフォンが負担します。 
 
今回のパキスタン北部で発生した地震では、「国境なき医師団日本」や「ジャパン・プラットフォーム」をはじめ、 

４団体のＮＧＯに対して、１０月１９日（水）現在で、合計３６台の携帯電話を貸し出しています。 
 
＜ボーダフォン３Ｇ携帯電話の主な貸し出し先ＮＧＯ＞ 
◎「国境なき医師団日本」（１２台） 

国境なき医師団は、民間の国際緊急医療・人道団体です。年間３，０００人余りの医師、看護師、助産師らが世界

中で援助活動を続けており、１９９９年にノーベル平和賞を受賞しました。独立・中立・公平の理念のもと、助けを

必要としている人々のもとへ向かい、人種や政治、宗教の別にかかわらずわけへだてなく援助を届けます。 

http://www.msf.or.jp/ 
 

◎「ジャパン・プラットフォーム」（２０台） 

地域紛争や自然災害は世界各国で発生しており、各国政府、国際機関、国際ＮＧＯにとって、被災者に対する国

際緊急援助の強化と質の向上が大きな課題となっています。ジャパン・プラットフォームは、このような世界情勢に

応え、ＮＧＯ、経済界、政府が対等なパートナーシップの下、三者一体となり、それぞれの特性・資源を生かし協

力・連携して、難民発生時・自然災害時の緊急援助をより効率的かつ迅速におこなうためのシステムです。 

http://www.japanplatform.org/ 
 
また、今回の地震被災者支援のため、ボーダフォングループではユニセフに１０万ポンド、テレコム・サンズ・  

フロンティアに２万ユーロを義援金として寄付しました。 
 
この度の地震により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、一刻も早い復旧をお祈り申し上げ

ます。今後もボーダフォンでは、ＣＳＲ（Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ Ｓｏｃｉａｌ Ｒｅｓｐｏｎｓｉｂｉｌｉｔｙ）推進活動について、積極的に取り

組んでいきます。 
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